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落花生は、植物分類学上はマメ科ナンキンマメ属に位

置し、ダイズやアズキと同様に子実の栄養価が高い。サ

ッマイモネコブセンチュウ等の発生軽減効果や空中窒素

固定機能を有する等から、土壌環境を維持増進させる輪

作作物として、野菜類の作付け体系にも取り入れられて

おり、利用価値の高い作物である。

2000年度における全国の落花生栽培面積は10,800ha、

生産量は26,700ｔで、関東東海や九州地方を中心に特産

作物としての地位が確立しており、今後の生産維持と発

展が望まれている。

九州地方の主産県である鹿児島県では、落花生を今後

とも畑作地帯における重要な作物と位置づけ、優良品種

の普及、機械化作業体系の確立、用途開発や販路拡大等

による生産振興を図っている。2000年度の栽培面積は

273haで全国４位、生産量は494ｔで全国５位である。

奨励品種は早生の「ワセダイリュウ（竹内ら、1974)」

と「郷の香（鈴木ら、1997)｣、中生の「ナカテユタカ

(高橋ら、1981)」および晩生の「千葉半立」の４品種で

ある。このうち、「ナカテユタカ」は食味の良い煎英用

中生品種であるが、安定して高い収量を確保することが

やや難しいことから、これに替わる品種が要望されてき

た。

この要望に応えうる新品種として、2000年５月に「ふ

くまさり（らっかせい農林14号候補)」が育成され、鹿

児島県で奨励品種に採用されることとなった。ここにそ

の育成経過と特性について報告する。

「ふくまさり」の育成にあたっては、系統適応性検定

試験、特性検定試験および関係各県の奨励品種決定試験

等の担当者各位にご協力をいただいた。子実成分の分析
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にあたっては、千葉県農業化学検査所（現当センター

検査業務課）をはじめ千葉県農業試験場流通利用研究室

(現当センター生産技術部生産工学研究室）および土壌

肥料研究室（現当センター生産環境部土壌環境研究室）

のご協力をいただいた。また、千葉県農業試験場落花生

研究室（現当センター育種研究所畑作物育種研究室落

花生試験地）の主任農業技術員並びに農業技術員の方々

には多年にわたりご助力をいただいた。ここに記して感

謝する。

なお、「ふくまさり」の育成は、農林水産省より委託

されたらっかせい育種指定試験事業によるものである。

Ⅱ育種目標と交配組合せ

1980年に千葉県農業試験場落花生研究室（農林水産省

らっかせい育種指定試験地、千葉県八街市）において、

早生の大粒、多収、良質品種の育成を目標として、「関

東41号」を母本に、「関東48号」を父本として人工交配

を行なった。

第１図に本組合わせにより育成された「ふくまさり」

の系譜を示す。母本の「関東41号」は中生の大粒、多収、

良質系統で、中生品種「ナカテユタカ」の兄弟系統であ

る。また、父本の「関東48号」は、早生の大粒、良質系

統で、早生品種「郷の香」の交配父本となった「八系

192」の兄弟系統である。
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第１図「ふくまさり」の系譜
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人工交配は165花について行われ、子房柄28本が伸長、

そのうち19個が結莱し、２６粒を採種した。

褐斑病は比較的少なく、汚斑病はやや多かった。莱色は

白く、莱型および熟度揃いは比較的良好で、着莱数の多

い株が多く、有望な組み合わせであった。

選抜は分枝が短く、着莱数多く、莱型良好で早熟な株

を基準として行った。圃場で359株を選抜し、さらに風

乾後茎葉部、英および子実の諸形質を調査して最終的に

Ⅲ育成経過

雑種第1世代（以下雑種第ｎ世代をＦ,とする）以降

の育成経過を第１表および第２図に示す。各世代の概要

は次のとおりである。

１．雑種第１世代（Ｆ,世代）

Ｆ,世代は20株について、落花生栽培耕種基準（日本

特産種苗協会、1980）による無マルチ普通栽培を行った。

両親およびＦ１の成績を第２表に示す。１８株のＦ１から採

種し、621粒のＦ2用種子を得た。

２．集団養成（F2～F5）

集団育種法に基づき世代を進め、特性の固定化を図る

と共に、小莱、泥莱、晩熟といった劣悪株を淘汰した。

各世代とも無マルチ普通栽培法で集団養成し、特性調

査と維持および淘汰を行った。栽植株数はＦ2世代が200,

Ｆ3世代が536,Ｆｲ世代が1,067,Ｆ5世代が1,614株であっ

た。

３．個体選抜（F6）

栽植株数は2,210株とした。この組み合わせでは、草

型は大部分が立性（ＥⅡ）で、中間型は少なかった。分

枝長はやや長く、葉色は父本に似て濃緑であり、早生と

しては開花期と落葉がやや遅い株が多かった。黒渋病、
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第２図育成系統図

注）Ｆ７以降の「ふくまさり」の育成経過。

Ｆ８以降は１系統５小系統群構成で系統育成。

○で囲んだ数値は各世代での選抜小系統の番号。

2000年のF20で「ふくまさり」と命名。

第１表育成経過一覧

第２表両親およびＦ１の開花期及び収穫物調査結果
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淡橿褐

淡橿褐

淡檀褐

妃および集団着

注）千交236の組合せ全体での育成経過。
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形大小色

注）1981年５月26日播種の無マルチ普通栽培。畦幅は60cm、株間は20cm･

草型および莱型の分類は、落花生調査基準（農林水産技術会議事務局、1972）により行った。
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30株を選抜した。

４．系統育成（F7～F,,）

Ｆ7世代ではＦ6世代で選抜した30株について「Ｒ4588」

～「R4617」の系統名を付し、それぞれ晩播無マルチ栽

培で１系統20株の系統栽培を行ない、茎葉、英および子

実の形質を調査して10系統を選抜した。さらに、各系統

内で優良な５株を選抜し、各株別に20株植付用の種子

(20～40粒）を採種した。これらは、次世代において、

ｌ系統５小系統群（１群20株）で構成する系統栽培に用

いた。この系統構成法は、以降の系統育成における共通

方式とした。

Ｆ8世代ではＦ7世代で選抜した10系統について、栽培

と特性調査を行なうとともに、生産力検定予備試験に供

した。その結果を基に８系統、同様にＦ9世代では７系

統を選抜した。Ｆ10世代では、そのうちの「Ｒ4603」に

｢八系423」の系統名を付すとともに、宮崎県および岩手

県での系統適応性検定試験や育成地、鹿児島県および茨

城県での耐病性特性検定試験に供した。

これらの試験の結果、「八系423」は多収で英や子実の

品質が優れ、主要病害耐性も特に問題となるものは無い

と認められた。そこで、Ｆ１３世代で「関東86号」の地方

番号を付し、生産力検定試験に供するとともに、早生品

種の主要生産４県に配布し、地域適応性を検討した。

「関東86号」は、配布先の多くで標準品種より多収性

を示し、特に鹿児島県で安定した多収性と良品質が評価

され、奨励されることとなった。Ｆ20世代にて育成を完

了し、「ふくまさり」として農林水産省の命名登録品種

(らっかせい農林14号）候補となるとともに、2001年３

月種苗法による品種登録の申請が行われた。

Ⅳ特性

１．形態的および生態的特性

形態と生態的特性については、「らっかせい品種特性

分類審査基準（日本特産農作物種苗協会、1980)」およ

び「落花生調査基準（農林水産技術会議事務局、1972)」

に従って調査した。ここでは、主に育成地（千葉県八街

市、表層腐植質黒ボク土）での調査を基に、分類した結

果を記述する。

１）形態的特性

「ふくまさり」の形態的特性を第３表に示す。

草型は、「タチマサリ」と同じで、「ナカテユタカ」よ

り草姿がやや開く“立性Ⅲ”である。主茎長と分枝長は

｢ナカテユタカ」並で短く、分枝数は「ナカテユタカ」

よりやや少ない。小葉の形は“やや長”、大きさは“や

や大”、葉色は“濃緑”である。

英の長さは“中”、幅、厚さも“中”で、大きさは．

｢ナカテユタカ」より小さく、「タチマサリ」や「ワセダ

イリュウ」並である。英のくびれは“中”、網目は“や

や浅”で莱色も白く、英の外観品質は良い。子実の粒形

は“やや長”、粒重は“大の小”で「ナカテユタカ」よ

り小さく、「タチマサリ」や「ワセダイリュウ」と同等

である。種皮に斑紋はなく、種皮色は「ナカテユタカ」

と同様に“淡橿褐”で、外観品質は“中”である。

２）生態的特性

「ふくまさり」の生態的特性を第４表に示す。

草勢は“中”で「タチマサリ」並であり、「ナカテユ

タカ」よりやや強い。主茎に着花するが、開花期の早晩

は“中”で、「タチマサリ」より遅く、「ナカテユタカ」

並である。落葉の早晩は“やや早”で「タチマサリ」よ

り遅いが、「ナカテユタカ」より早い。

開花数の推移を第３図、子実の肥大経過を第４図に示

第３表 ｢ふくまさり」の形態的特性

表
内
鱗

小 葉 英
品種名 草型主茎長分枝長分枝数 葉色花色

種皮
品 種 名

形 大きさ 長さ 幅

４
４
４
５

Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｄ

立性Ⅲ

立性Ⅲ

立性Ⅱ

立性Ⅱ。

ふくまさり

タ チマサリ

ワセダイリュウ

ナカテユタカ
＊

短
短
中
短 ＊

短
中
中
短

やや少

少

やや少

中

長や
中
長
長

や 大
大
大
・

や
や
や
中

や
や
や

錆
綴
緑
聯

●

黄
黄
黄
黄

中
中
中
長

曽良･鈴木・中西・高橋･松田・岩田・鈴木･石井･神代･屋敷:落花生新品種｢ふくまさり」の育成経過とその特性

型品質

中

中

中

やや上。

英 粒

重さ品質

無淡燈褐

無淡燈褐

無淡燈褐

無淡橿褐

注）らっかせい品種特性分類審査基準（1980）および落花生調査基準（1972）による。
＊印は当該特性についての標準品種である。
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班紋厚さ網目くびれ

やや長大の小

やや長大の小

長大の小

長大・

色形

ふくまさり

タチマサリ

ワセダイリュウ

ナカテユタカ

少
少
少
少

中
中
中
厚

やや浅中やや上

中やや浅中

深深中

やや浅・やや深・やや上
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第４表「ふくまさり」の生態的特性 ２．栽培および利用特性

ｌ）作業性、収量性および耐病性

（１）作業性および収量性

「ふくまさり」の作業性関連特性と収量性について、

第５表に示す。種子の休眠性は「タチマサリ」や「ナカ

テユタカ」と同等の“中”で、通常の播種期では不発芽

の問題はなく播種作業がしやすい。倒伏抵抗性は“中”

で、生育期の管理作業は容易である。また、結莱範囲は

狭く、英は株元に集中し、収穫や調製作業に適している。

収量性は“多”である。

（２）耐病性

「ふくまさり」の各種病害に対する抵抗性試験の成績

を第６表に示す。抵抗性は茎腐病には“中”、根腐病に

は“中”、汚斑病には“やや弱”、さび病には“弱”と

判定される。また、第７表に示すように、主要病害の黒

渋病の発生は“微”、褐斑病は“中”で「タチマサリ」

や「ナカテユタカ」と同等の耐病性があるｏ

２）子実成分および加工適性

（１）子実成分

第８表に風乾した子実の成分分析結果を示す。「ふく

まさり」は、「タチマサリ」に比べ、蛋白質、脂肪の含

有率がやや高く、灰分とショ糖は同程度である。脂肪酸

組成ではオレイン酸の含有率が「タチマサリ」よりやや

高く、「ナカテユタカ」よりやや低い。リノール酸含有

率も両品種の中間であるが、比率ではオレイン酸含逓が

着花落葉

品 種名草勢開花期成熟期の

習性早晩

の

中
中
中
弱

写

中
癖
早
中

早

極早。

早

中

有
有
有
無

やや早

早

早

中

ふくまさり

タチマサリ

ワセダイリュウ

ナカテユタカ

2０

注）らっかせい品種特性分類審査基準（1980年３月）等

により、育成地での観察、調査に基づいて分類した。

＊印は当該特性についての標準品種である。

す。初期開花数および総開花数は「タチマサリ」より少

ないが、「ナカテユタカ」より多い。子実の肥大は「タ

チマサリ」や「ナカテユタカ」に比べて、初期～中期に

かけて早く、後期は緩慢となる。また、第５図に示すよ

うに、子実品質が早期から良好で、その保持期間も「タ

チマサリ」に比べて長い。

育成地（温暖地）における収穫時期は、子実の大きさ

や品質の推移からみて、開花期後70日目が適期であった。

しかし、当該年の開花期は平年より７日早く、登熟も進

んでいたことから、開花期後77日前後が平年における収

穣適期（成熟期）と判断される。配布先での収穫実施日

も考慮すると、「ふくまさり」の早晩性は、育成地（温

暖地）では“早生の晩”、南九州（暖地）では“中生の

早”と分類される。

リノール酸含量よりわずかに多い。
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第４図子実の肥大経過

注）育成地（八街市)。

1999年５月14日播種のマルチ栽培。

各時期につき７株調査。

９ ＪちりＣ
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６ 月７月８月

第３図半旬別開花数の推移

注）育成地（八街市)。

1999年５月１４日播種のマルチ栽培。

一一ふくまさり…。｡-・タチマサリーヨトーナカテユタカ
(総開花数238.4花）（同左246‘７花）（同室ＺＯ９３花）

5０６０７０８０

開花後日数（日）

0.21０

０半旬

０



×１００

第６表各種病害に対する抵抗性５

５×個体数

階級値０：無ｌ：微２：少３：中４：多５：甚

5０

各種病害に対する抵抗性
品種名

注）育成地（八街市)。試料は1999年度の生産力検定試験のものを用いた。子実水分は１０５℃乾燥法
によって測定し、他の成分値は水分含量を6.20％に換算して算出した。

茎腐病根腐病汚斑病さび病

②
０

，
″
〃
●
合

Ｃ

ａ

●
、
ロ
グ

。
，
．
＠
一
鐘
』
”

37.4

38.9

35.1

４
中
中
中 強

強

中
中
や
や

や
や

やや弱

中

中

中

ふくまさり

タチマサリ

ナカテユタカ

千葉半立

(指）333-Ａ

(指）関東２号

(指）関東４号

(指）VA751908

(指）PI315608

(指）Tarapoto

(指）Starr

弱

やや弱

弱
'

外
観
品
質

「
．,ノ
０ｐ

・ノ
●9

...ノ
リα

、｡'
G、

９ノ
号

３ ⑧

強
中
中

．２
強〆影

、ク
〆P

｡

強

やや強

中

〆

一一ふくまさり

一・・・・タチマサリ

ーー‐ナカテユタカ

１

38.2

35.5

40.7

試験場所

試験年次

茨城農総セ

１９９４，，９５

（２カ年）

育成地

'９３，，９５

(２カ年）

育成地鹿児島農試

'93,,96,92,'93,'９９

(２カ年）（３カ年）
０

脂肪酸組成（％）

6０７０

開花後日数（日）

8０

13.8

13.2

13.3

注）（指）は指標品種を示す。

茎腐病抵抗性は、催病株率を基に判定。

根腐病、汚斑病及びさび病抵抗性は、催病度により

判定。

Ｚ（階級値×同個体数）

第５図子実の外観品質の推移

注）育成地（八街市)。

1999年５月１４日播種のマルチ栽培。

充実度，形状等の外観から判定。

品質：１下２やや下３中４やや上５上

各時期につき７株調査。

催病度

1０１

曽良・鈴木・中西・高橋・松田・岩田・鈴木・石井・神代･屋敷：落花生新品種「ふくまさり」の育成経過とその特性

13.91

17.22

14.64

第５表「ふくまさり」の作業性関連特性および収量性 第７表黒渋病、褐斑病の発病程度

3.97

３．９０

４．１０

2.41

2.41

2.39

発病程度

鷺眠孟雌収量性品種名 品種名

49.81

47.55

49.92

黒渋病褐斑病

23.70

22.72

22.75

ふくまさり

タチマサリ

ナカテユタカ

ふくまさり

タチマ サリ

ワセダイリュウ

ナカ テユタカ

中
中
弱
中

中
中
中
中

多
多
多
多

微
微
微

ふくまさり

タチマサリ

ナカテユタカ

中
中
中

ショ糖その他パルミチン酸オレイン酸リノール酸

脂肪灰分

（％）（％）

注）らっかせい品種特性分類審査基準（1980年３月）等

により、育成地での観察、調査に基づいて分類した。

注）育成地における生産力検定調査圃場の

観察による発病程度。1993～1999年の平均。

第８表収穫子実における成分分析

品種名瀞
無窒素物（％）



硬さ甘味風味総合

（２）加工適性

育成地において素煎り子実の食味官能調査を行った。

育成地の収種子実では第９表のとおり、「ふくまさり」

は「タチマサリ」に比べてやや軟かく、風味は同等であ

るが、甘味や総合的な食味ではやや優り、「ナカテユタ

カ」と同等の食味である。

また、採用予定地の鹿児島県産の落花生を用いて、同

様に育成地で食味調査したところ、第10表に示すように

｢ふくまさり」は硬さ、甘味、風味および総合的な食味

とも「ナカテユタカ」とほぼ同等で良好であった。英は

白く、外観品質に優れていることから、煎英用に適して

いると判定される。

第１１表主要形質の変動係数からみた固定度

千葉県農業総合研究センター研究報告第１号（2002）

変動係数（％）

102

品種名主茎長分枝長分枝数上莱数莱実重鑑

ふくまさり

ワセダイリュウ

(標)ナカテユタカ

ふくまさり９．６

タチマサリ１２．５

11.8

14.3

20.7

20.2

32.7

35.8

32.0

31.1

5.5

9.9

－０．１６

＋０．３２

０．００

注）1999年６月14日播種の晩播無マルチ栽培。

畦幅66cm、株間20cm、１株１本立。５系統各15個体

調査。

Ｖ試験成績

１．生産力検定試験

育成地において、第12表に示すように播種期を２時期

とした栽培法に基づき、生産力検定試験を実施した。

ｌ）晩播マルチ栽培

形態および生態的な特性から、「ふくまさり」（系統名

｢関東86号｣）を早生系統と判定し、早熟性や晩播適性を

検討するため、６月中旬播種の晩播マルチ栽培で試験を

行った。

第１３表に示すように、６月中旬播種では「ふくまさり」

の開花期は標準品種の「タチマサリ」に比べて遅く、

｢ナカテユタカ」並となることが認められた。倒伏も

｢タチマサリ」よりは少ないが、「ナカテユタカ」よりは

やや多い。

「ふくまさり」の株当り上英数は「タチマサリ」や

｢ナカテユタカ」に比べて多く、英実重が優っている。

剥実歩合と上実歩合も高く、子実重は標準の「タチマサ

リ」に比べ123％と明らかに多く、多収性品種であるこ

とが示された。上実百粒重と子実品質については、平均

すると「タチマサリ」並で、比較品種の「ナカテユタカ」

よりは劣った。

第９表育成地産の子実における食味評価

注）パネル数は19人、試料は1999年度産の晩播マルチ栽

培のもの。

評価基準は「タチマサリ」を標準とし、硬さ：－２

（軟）～＋２（硬)、甘味・風味：－２（少）～＋２

（多)、総合：－２（不良）～＋２（良）とした。

食味形質
品 種 名

第12表生産力検定試験の耕種概要（育成地）

硬さ甘味風味総合

2０

２０

ふく ま さ り

ナカテユタカ

(標)タチマサリ

十０．２９

＋０．２１

０．００

０．００

＋０．０７

０．００

＋０．３６

＋０．４３

０．００

－０．４３

＋０．１４

０．００

試験区試験年次栽培条件

注）パネル数は14人、試料は1999年度産の晩播マルチ栽

培のもの。

評価基準は「タチマサリ」を標準とし、硬さ：－２

（軟）～＋２（硬)、甘味・風味：－２（少）～＋２

（多)、総合：－２（不良）～＋２（良）とした。

第10表鹿児島県農試産の子実における食味評価

施肥量（kg/a）

食味形質
品種名

晩播マルチ

標準マノレチ

6.15

5.15

窒素リン酸加里

試験区鯛

－０．２１

＋０．２１

０．００

０．００

＋０．３２

０．００

栽植様式

－０．１６

＋0.42.

0.00

３．特性の固定度

1999年のF１，世代において、主茎長、分枝数、上莱数、

上実百粒重などの主要な形質について、固定度を調査し

た。その結果、第11表に示すように「ふくまさり」にお

ける各形質の変動係数は、「タチマサリ」のそれに比べ

て同等以下であり、「ふくまさり」は実用的に固定して

いると認められる。

マルチ

マルチ

6６

６６

１
１

畦幅株間一株区制
（c､）（c､）本数

３
２

0.3

0.3

Ｏ
Ｏ

Ｌ
Ｌ

1.0

1.0

晩播マルチ1993~1999

標準マルチ1996~1999



５
２
８

８
６
８

第13表生産力検定試験成績

78.8

72.4

91.4

子実重（kg/a）

ｊ

分
枝
長
、く

倒
伏
程
度

開

品種名；
（月.日）

分上英

枝英実

数数重

(本）（英/槻(kg/a）

栽
培
条
件 ｊ

同
左
比
％く ｊ

上
実
歩
合
％くｊ

剥
実
歩
合
％く

上百

粒

実重

（９）

供
試
年
次

ロ
叩

■標準区ロ晩播区

上
実

計
下
実

質

1996

～

1999

少
中
微

晩ふくまさり
タチマサリ

播ナカテユタカ

7.20

7.13

7.19

２
６
９

４
４
３

16.1

11.4

36.0

19.7

16.0

14.4

中

中

やや上

29.6

25.6

28.9

17.1

12.5

17.3

4.9

5.4

3.7

22.0

17.9

21.0

123

100

117

４
０
３

７
７
７

８
０
２

７
７
８

76.7

77.9

90.8

1993

～

１９９９

1０３

中
中
微

標ふくまさり
タ チマサリ

準ナカテユタカ

6.29

6.19

6.26

４
０
２

４
５
４

17.5

11.1

34.4

24.2

19.5

20.6

30.7

24.8

28.8

19.4

10.0

18.8

やや上

中

上

５
３
３

３
６
２

22.9

16.2

21.3

141

100

131

５
５
４

７
６
７

曽良・鈴木・中西・高橋・松田・岩田・鈴木・石井･神代･屋敷:落花生新品種「ふくまさり」の育成経過とその特性

注）有望度：◎有望、○やや有望、△再検討、×見込みなし

4.176.7

4.166.1

８８９１．８中

９６１０７中

注）晩播栽培：６月15日基準日播種のマルチ栽培標準栽培：５月15日基準日播種の標準マルチ栽培。

収種期は、開花期後日数で「タチマサリ」および「ふくまさり」は75日、「ナカテユタカ」は80日を基準とした。

２）標準マルチ栽培

中晩生品種の標準播種期である５月中旬に播種した場

合の収量性や品質を検討するため、標準マルチ栽培につ

いて生産力検定試験を行った。

結果を第13表に示す。「ふくまさり」は「タチマサリ」

に比べ、開花期は遅いが、株当り上莱数が多く、英実重

が優った。子実重も平均で「タチマサリ」に比べ141％

となり極めて多収で、比較品種の「ナカテユタカ」より

も多かった。剥実歩合、上実歩合および子実品質も「タ

チマサリ」より優っている。上実百粒重は「タチマサリ」

よりやや大きいが、「ナカテユタカ」よりは小さい。

微５３１１．１３３．６２３．０１００６９

微５９１３．７５７．４４０．１１００７０

卯
帥
、
釦
印

上
実
百
粒
、
（
９
）

4.176.1

4.165.30

１９９６１９９７１９９８１９９９年度

第６図「ふくまさり」の播種期と子実の大きさ

注）育成地（八街市）でのマルチ栽培

チマサリ」より優っている。上実百粒重はｌタチマサリ」このことから、「ふくまさり」の栽培では、播種期が

よりやや大きいが、「ナカテユタカ」よりは小さい。重要であり、大粒種としての大きさを安定して確保する

ためには、晩播は避けた方が良いことが示された。

以上により、育成地では播種期を問わずマルチ栽培で２．系統適応性検定試験

｢ふくまさり」の生産力が高く、子実品質も標準品種の岩手県と宮崎県における「ふくまさり」の系統適応性

｢タチマサリ」並以上であることが明らかになった。検定試験の成績を第14表に示す。岩手県では「タチマサ

ただし、第６図に示すように、６月中旬に播種する育リ」より子実収量は１２％高いが子実品質が劣り「×：見

成地（温暖地）の晩播マルチ栽培では、子実の大きさが 込みなし｣、宮崎県では２カ年とも「タチマサリ」に比

安定せず、年により上実百粒重の値が709以下となって、べ収量がやや高いが、「△：再検討」の判定であった。

大粒種としての取り扱いが困難となる場合があることが

わかった。一方、５月中旬播種の標準マルチ栽培では問

題なく、４カ年とも十分な子実の大きさとなった。

第14表系統適応性検定試験成績

ﾀﾁﾏｻﾘ蝋

病 害年播 開

種花 汚

期期 斑

次（月.日)(月.日）病 ｊ

分
枝
長
卸

分莱子同

枝実実左

数重重比

(本)(kg/a)(kg/a)（％） ｊ

剥
実
歩
合
％く

品
質

百
粒
重
帥

上
実
くｊ

上
実
歩
合
％く

有
望
度

宮崎県総農試

都城支場

か
び
病

灰
色

試験場所名品種 名 さ
び
病

7６

７５

ふくまさり１９８９５．９６．２９微中 ３９１５．８５４．３３８．７１１２７１８９８９．０やや下×
岩手県農試

９３８５．６やや上△

９５１００やや上△

タチマサリ１９８９５．９６．２６やや少やや多－４０１２．６５３．６３４．７１００６５９２９２．２中

４６１１．０３５．６２６．９１１７

５４１８．３５８．８４３.８１０９ふくまさり蝋
鉦
ｆＱｂ,

無
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収旦櫓歓（剣揮軍品噌

○116艶以上

鹿児島県

雛

篭麗

Q鋼:…瞳

L)〆画岬風、ａ｡ ノ

〃

第７図

5夢
．･､。ー~｡､､~酉画湾）煙阻

｢ふくまさり」の試作地における

対標準品種収量指数

'96は、1996年の略。

駄

文堀

３．奨励品種決定試験および品種比較試験

関東（神奈川県、栃木県）および九州（鹿児島県、宮

崎県）の４県８場所で「ふくまさり」の試作と調査が行

われた。標準品種と比較した子実収瞳を指数（収量指数）

として算出し、その値を116％以上、106～115％、９６～

１０５％、８６～95％および85％以下の５段階に区分して、

第７図に表示した。

収量指数が116％以上となったのは神奈川県、宮崎県

および鹿児島県の５場所、106％以上となったのは栃木

県および鹿児島県の２場所であった。1996年度に神奈川

県では、「ナカテユタカ」を標準とした「ふくまさり」

の収量指数が72％と低くなったが、それ以外の栽培では

収亜指数は概ね高く、「ふくまさり」は広域適応性の高

い多収品種であることが明らかとなった。

しかし、子実の品質面では、北関東の栃木県で1993,

1994年の両年とも、標準品種の「ナカテユタカ」が“や

や上”に対し、「ふくまさり」は“やや下”で劣った。

また、1993年では上実百粒重が62.79となり、年によっ

て「ふくまさり」は大粒種としては不十分な大きさとな

ることが認められた（表データは省略)。

これらの点に加え、熟期、作付け体系や汚斑病等の耐

1０４

病性も考慮すると、「ふくまさり」の栽培適地は南九州

であり、次いで育成地も含めた南関東と考えられる。た

だし、南関東では、子実の肥大が不十分な場合があるの

で、晩播栽培は避けたほうが良い。

鹿児島県では、「ふくまさり」は、特に良好な成績を

示し、2000年度から奨励品種として採用された。

１）奨励品種採用県（鹿児島県）における成績

鹿児島県農業試験場大隅支場および現地における「ふ

くまさり」の試験成績を第15表および第16表に示す。奨

励品種決定調査は1993年から７年間鹿児島県農業試験場

大隅支場で、また、現地調査は1997年から３年間末吉町、

穎娃町および西之表市で実施された。

（１）鹿児島県農業試験場大隅支場

「ふくまさり」の開花期は「ナカテユタカ」と同時期

で、「ワセダイリュウ」より３日遅かった。倒伏は、「ワ

セダイリュウ」より少なく、「ナカテユタカ」と同程度

であった。

黒渋病は少なく、さび病も「ナカテユタカ」より少な

かったが、汚斑病にはやや弱く、1999年の低温・寡照・

多雨条件下では他の品種、系統より発生が多かった。し

かし、他の調査年では汚斑病の発生はほとんど認められ

ず、「ふくまさり」の耐病性の弱さは、北関東と異なり、

南九州では通常あまり問題とならないと考えられる。

草型は立型で、「ナカテユタカ」や「ワセダイリュウ」

に比べて分枝長は短く、分枝数は少なかった。

上莱数は多く、英実重、子実重は「ナカテユタカ」よ

り優っていた。供試した７年間はいずれも「ナカテユタ

カ」より多収で、子実重対比は７年間の平均が122％で

あった。

第８図に子実重の年次変動を、第15表に子実重の変動

係数を示す。「ふくまさり」は「ナカテユタカ」や「ワ

セダイリュウ」に比べ、子実重の年次変動が小さく、安

定多収の優良品種であることが認められた。剥実歩合、

上実歩合はともに「ナカテユタカ」より優っていた。上

実百粒重は、「ナカテユタカ」よりは小さかったが、「ワ

セダイリュウ」と同程度で大粒種として十分な大きさで

あった。子実品質は「ナカテユタカ」および「ワセダイ

リュウ」と同程度で良好であった。

（２）現地での試験成績

第16表に示すとおり、末吉町における試験結果では、

｢ふくまさり」は「ナカテユタカ」より上実百粒重が軽

く小粒だが、子実収型比は132％と多収であった。また、

頴娃町における試験結果でも、「ふくまさり」は「ナカ

テユタカ」に対し、収亜比107％とやや多収であった。

1999年には、汚斑病の発生が末吉町で“中”となり、

他の品種よりはやや多かった。南西諸島の西之表市にお
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第15表鹿児島県農業試験場大隅支場における奨励品種決定調査成績
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第８図子実重の年次変動
注）1997年～1999年の平均。ただし、汚斑病の発生程度は、発生年の1999年

注）鹿児島県農試大隅支場。のみでの判定。
耕種概要：マルチ栽培。畦幅60cm，株間20cm、ｌ株ｌ本立。
収種期は、開花期後日数で「ワセダイリュウ」は70日、「ふくまさり」

及び「ナカテユタカ」は80日を基準とした。

ける現地試験の結果では、「ふくまさり」は倒伏せず病害の発生も少なく、「ナカテユタカ」に対し収量比124％

第16表鹿児島県における現地試験成績
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と多収であった。末吉町と西之表市では、「ふくまさり」

の剥実歩合は「ナカテユタカ」や「ワセダイリュウ」よ

り高く、子実充実の良い系統と認められ、上実歩合も比

較的高かった。子実の品質もほぼ「ナカテユタカ」や

｢ワセダイリュウ」と同程度であった。「ふくまさり」は

総じて良好な成績を示し、各現地とも有望と判定された。

Ⅵ栽培上の注意

汚斑病にはやや弱い。奨励品種採用県の鹿児島県では、

平年の汚斑病発生は少ないが、1999年度のように生育期

間中に低温多雨が続く場合は、発生が多くなることが懸

念されるので、薬剤等により早期防除に努める。

南関東では播種期が遅くなると、子実の肥大が不十分

となる年があるので、適期播種を励行する。

Ⅶ命名の由来

｢安定・多収で収益性の高い落花生」に由来する。

Ⅷ育成関係者

石井良助（交配～Ｆ８)、高橋芳雄（交配～Ｆ３)、屋敷

隆士（交配～Ｆ２)、曽良久男（交配、Ｆｌ２～Ｆ１３，Ｆ18～Fl9)、

鈴木茂（F1～F12)、岩田義治（F3～F6．ＦＭ～F1,)、中西

建夫（F4～F8)、神代三男（F7～F1,)、松田隆志（Ｆ８～

F,，)、鈴木一男（F,～Fl7）

Ⅸ摘 要

2000年５月、落花生新品種として「ふくまさり」が命

名登録品種（らっかせい農林14号）候補になると共に、

2001年３月種苗法による品種登録の申請が行われた。

本品種は、早生の大粒、多収、良質品種の育成を目標

として、1980年に「関東41号」を母本に、「関東48号」

106

を父本として人工交配を行ない、その雑種後代から集団

育種法により選抜、育成されたものである。

「ふくまさり」は開花期と成熱期が極早生品種の「タ

チマサリ」より遅く、中生品種の「ナカテユタカ」と比

べ開花期は同程度だが、登熟が早く成熟期はやや早くな

る。温暖地（育成地）では“早生の晩”、暖地（南九州）

では“中生の早”の成熟期と判定される。

草型は“立性”で、分枝長は短く、分枝数はやや少な

い。倒伏には強い。安定して収量性が高く、「タチマサ

リ」や「ナカテユタカ」に優る。剥実歩合、上実歩合は

高いが、上実百粒重は「タチマサリ」と同程度で、「ナ

カテユタカ」より小さい。南関東（温暖地）の晩播栽培

では、年により大粒種としては子実が小さくなる傾向が

ある。

莱型はＤ４で、英が白くて泥の付着も少なく、熟度の

揃いが良いため、英品質は良好である。子実品質は“中”

～“やや上”で実用上問題なく、食味は「ナカテユタカ」

と同程度に良好であり、煎り莱用に適している。

栽培適地は南九州および南関東で、落花生を栽培して

いる地域である。

Ｘ 引 用 文 献

日本特産農作物種苗協会(1980)．種苗特性分類調査報告

書らっかせい．３－１８，３７－４３．東京．

農林水産技術会議事務局・農林水産省農事試験場(1972)．

落花生調査基準．東京．

高橋芳雄・竹内重之・亀倉毒・斉藤省三・石井良助・

石田康幸・長沢上・曽良久男（1981)．落花生新

品種「ナカテユタカ」について．千葉農試研報２２

：57-69

竹内重之・芦谷治・亀倉毒・斉藤省三・石井良助・

石田康幸（1974)．落花生新品種「ワセダイリュウ」

について．千葉農試研報．１４：1-12．

鈴木一男・中西建夫・高橋芳雄・松田隆志・岩田義治・

鈴木茂・石井良助・神代三男・曽良久男・屋敷隆

士(1997)．落花生新品種「郷の香（さとのか)」の

育成経過とその特性．千葉農試研報．３８：55-66.



曽良･鈴木・中西･高橋･松田・岩田･鈴木･石井･神代･屋敷:落花生新品種｢ふくまさり」の育成経過とその特性

Ｏ、‘Hukumasari，，theNewCultivarofPeanut

（ArachishypogaeaL.）

HisaoKATsuRA，KazuoSuzuKI，TateoNAKANIsHI率，YoshioTAKAHAsHI，
＊本

TakashiMATsuDA，YoshiharulwATA，ShigeruSuzuKI，RyosukelsHII＊＊，

MitsuoKAJIRo*＊andTakashiYAsHIKI
＊＊

Keywords：newcultivar，peanut，ArachjshypogaeaL.，Hukumasari，

recommendedvariety

Summary

‘Hukumasari，isanewpeanutcultivarselectedfrｏｍｔｈｅｃｒｏｓｓｍａｄｅｉｎｌ９８０ｂｅｔｗｅｅｅｎ

‘Kanto41，ａｎｄ‘Kanto48，．Thecharacteristicsof‘Hukumasari，arestablehigh

yieldingatbroadareaofJapanwithearlytomediummaturityandcomparativelygood

qualitｙｏｆｐｏｄｓａｎｄｓｅｅｄｓ、

Themainobjectofthecrosswastobreedanewcultivarofearlymaturing,highyielding

andgoodqualityforroastedpeanut・Thefemaleparent，‘Kanto41，isainter-subspecific

breedinglinewithmediummaturing，highyieldingandgoodquality・Themaleparent，

‘Kanto48，isalsoainter-subspecificbreedinglinewithearlymaturingandgoodquality・

Thebulkmethodwasadoptedinthisbreedingprogram,andindividualselectionwasdone

inF6generation,ThelaterselectedlinewasdesignaｔｅｄａｓＲ４６０３，Hachikei423andKanto

86duringF7-Ｆ9,F10-F12andF13-F19generations,respectively．

‘Hukumasari，isainter-subspecificcultivarofvirginiatype-likebigseedandspanish

type-likeerecｔｇｒｏｗｔｈｈａｂｉｔｃｏｍｐｏｓｅｄｂｙｆｅｗａｎｄｓｈortbrancheswithoutlodging，Ｔｈｉｓ

cultivarbeginstofloweratthesametimeofamediummaturingcultivar‘Nakateyutaka，，

buthastherelativespeedyincreasｅｏｆｆｌｏｗｅｒｉｎｇａｎｄｒａｐｉｄｇｒｏｗｆｈｏｆｐodsandseedsthan

‘Nakateyutaka，．‘Hukumasari，takesabout77daystomaturefromthetimeof

flowering、Testacolorofthiscultivarisorangebrownwithgoodluster．‘Hukumasari，

showsthehigherpercentageofbothshellingandwell-developedseedthanearlymaturing

cultivar‘Tachimasari’．Ｃontentsofoil,proteinandsugarare49､81％,23.70％ａｎｄ3.97％，

respectively．

‘Hukumasari，isexpectedtoregisteras‘Norinl4，bytheMinistryofAgriculture，

ForestyandFisheries，ａｎｄｉｓｒｃｏｍｍｅｎｄｅｄａｓａｇｏｏｄｑｕａｌｉｔｙａndstablehige-yielding
cultivarinKagoshimaprefecture．
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写真ｌ全植物体

Photo１．Thewholeplant
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（newvariety）（comparativevariety）
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写真２災および子実
Photo２．Podsandseeds

center：Hukumasariright：Nakateyutaka


